












志向の時点間変化と規定要因を明らかにすることである。 「専門ケア志向」とは、専門家（機関）によるケアを肯定する意識をさす。これは、介護の社会化を支持する意識と捉えられる。これまでの介護意識に関 研究においては、女性の方が専門家（機関）による介護を望むことが指摘されてきた 本稿では、女性のみを対象とし、専門ケアに対する意識が同一人物で二四年の間にど だけ変わるか、肯定意識は何によって規定されるかを探った。
その結果、一二〇名の対象女性のうち、専門ケア志向をもつ者は三三名（第一













二〇一一年には団塊の世代が六五歳を迎え、いよいよ本格的な超高齢社会の実現が目の前に迫っている。急増する高齢者が介護を必要とするようになったとき、彼らを誰が支え のか、社会的にどう支えていくのかとい 問題は、我々の抱える喫緊 課題である。
歴史を振り返ると、明治の旧民法下における「家」制度のもとでは、










































祉と生活に関する意識調査）のデータを用いて、 「体が弱って日常生活に助けが必要 なり 一人で暮らせなくなっ 高齢者」 （要介護高齢者）








保険制度の導入が、日本 の介護に対す 意識に影響 与えつつあ ことが示唆されている。この調査は、 一九九五年と二〇〇三年に実施され「仮に自分自身が老後に寝たきりや痴呆になり、介護が必要になった場合に自宅で介護されるとしたらど ような形 介護をされたいか」とい
136
う質問の時点間変化に注目している。結果、 「家族だけに介護されたい」は二五 ・〇％から一二 ・一％へ減少し、 「ホームヘルパーなどの外部の者の介護を中心とし、あわせて家族による介護を受けたい」は二一 ・五％から三一 ・五％へと増加した。家族からの介護だけでなく、外部サ ビスも利用するとい 意識が浸透しつつあるということである。
杉澤（二〇〇八）でも、 二〇〇〇年をまたぐ時点間比較を行っている。
一九九九年、二〇〇二年、二〇〇六年における「寝たきりの状態に ったときの療養場所の希望」についての分析の結果、二〇〇六年で「在宅サービス志向」 が有意に高まっているこ が確認された。 しかし サービスを受け入れる態度 浸透しつつも 「家族介護志向」も依然高いことも示されている。
また、時点比較ではないが、和気ほか（二〇〇七）では介護保険制度
五年後の全国の高齢者の介護サービ 認知と利用意向の実態と要因にいて分析している。その結果、サービス利用意向は、施設サービス利用意向と在宅サービス意向の二因子に分かれ、両者ともサービス認知が規定要因であることが明らかにされた。 つまり、 サービスに いてよく知っているほど利用意向が高まるのである。
以上の先行研究を
踏まえて「専門家（機関）によるケアは誰によって














生活動作能力）に対する援助 介助 捉え、この両者が重なり合う部分を介護、それら全体を含むものが であると規定されている。本稿でもとくに用語を区別することなく、包括的な概念 して「ケア」という言葉を用いることにする。しかしこの「ケア」という言葉は、身体面での扶養という意味を強調 ものであり、経済的扶養や精神的扶養の側面は含まない。
今回、高齢者に対する専門ケア志向に迫るために、一九八二年と
二〇〇六年に実施された「職業と人間調査」によ データを分析することにする。本稿 、 先行研究の延長線上に位置づけられるものであるが、従来の研究とは異なる四つの特色があ 。
第一に、縦断調査データの分析であるという点である。高齢者ケアの
問題は、一般に人生の後半以降 問題であり、年齢を重ね ほど自分の親の 、さらには自分自身の問題として身に迫ってくるものと思われる。よって、ある 時点でど
んな属性の人がどんな意識をもつかという
傾向を明らかにすることは重要であるが、一定の時を経たときに 同一人物の中でどのような意識の変容が起き かという点に注目するこ も
137 ― 女性の専門ケア志向の縦断的分析
重要なアプローチといえる。また横断調査では、たとえば三〇代と八〇代で意識の差があった きに、それはコーホート効果によるものか、加齢効果によるものかを判別することができないが、縦断調査ではそ 両者を分離して捉えることが可能 なる。
第二に、この縦断調査は一九八二年と二〇〇六年の二時点に実施され






いう点である。これはそもそも第一波の調査票において、本稿 の分析で用 る質問項目が女性票のみにしか含まれなかった いうデータ上
の制約に起因している。しかしながら、男女を一緒に分析する従来の研究では男女差に注目され ことが多く、男性だけ、あるいは女性だけに注目するときどういった要因が意識を差異化するのかという議論は十分になされていない。とりわけ女性に関 ては、 「親の介護や配偶者の介護は自分がするが、自分の介護は専門家にしてほ い」という「生涯ケアラー」としての意
識をもつということが明らかにされている（大和
 



























分析には、 一九八二年に実施された 「職業と人間調査」 の配偶者調査
（３（（第















「まったくそう思う」 、 「まあそう思う」 、 「あまり思わない」 、 「まったく思わない」の四件法で回答を求めている。現在、高齢者介護が社会問題化しているが、一九八二年の第一波調査時点でいち早くこのような老親介護に関する設問を行っていた は、先見の明があったといえよう。要介護老親を専門機関に任せることに対する是非を尋ねており 介護 社会化に関する意識を測 ことができると考え 。
この質問に対し「そう思う」と回答した
ものを、 「専門家（機関）に








































■社会的属性仮説群「高齢仮説」 ：年齢が高いほど、専門ケア志向になる。「都市部仮説」 ：都市部に居住する人ほど、専門ケア志向になる。「高階層仮説」 ：高階層であるほど、専門ケア志向になる。■経歴仮説群<
家族要因
>

















は全ての対象者に夫がいたが、二四年経つと、夫と死別した女性たちがいる。子どもは自立し遠隔地に住んでいる者、同居している者など、子どもとの暮らし方も二四年前とは異なって 。夫や子どもからサポートを得にくい状況であるほど 専門ケアを志向す ように る可能性を検討してみる。
　　
また「介護経験仮説」と「介護サービス利用仮説」は、介護に関する














1における 「否定から肯定に転換した人」 （ 「否定↓肯定」 ： 四三人） と 「否













4では、 「否定↓肯定」 、 「肯定↓肯定」で夫がブルー
























などという、仮説として挙げたそれぞれ 要因 相互関連があると考えられる。各要因の主効果を抽出するためには、これ を独立変数として各々の効果を統制し 専門ケア志向を従属変数とした多変量解析を行う必要がある。
しかし、二時点間での意識
変化というものを反映させるために、分析















































が認められた。一九二〇年代生まれというと、二〇〇六年時点で七七～八五歳の後期高齢者である。つまり、一 五〇年代生まれの人より後期高齢層の人たちは一一倍以上 の確率 専門ケア志向になりやすいということである。居住地に関しては、中堅都市と比較して、大都市部、および地方都市・郡部に む人ほど専門ケア志向をもつことに有意 効果があるという非線形 結果が得られた。大都市部
Exp(B
) が一四 ・ 三三














介護サービスの利用経験では有意な効果が認められた。親の介護時にサービスを利用した経験がある人ほど、な 比較して専門ケア志向になる確率が高いということで 。第一波 過去意識を投入した上でこの効果が認められた は、 「介護サービス利用経験↓専門ケア志向」という経験から意識へ 因果関係が確証されたといってよいであろう。
以上のように、 第一波の意識をコントロールした縦断的分析によって、4節で見出された傾向の妥当性をより精緻に検証したところ、 「後期高














方都市・郡部の居住者も専門ケア志向になると こと た これまで、 「都市度の は、伝統的な家族 よ 扶養意識を低下させる」 （立山
 二〇〇一） 、 「大都市およびその周辺に住む回答者は、地方都
市や小都市・町村に住む回答者より 、脱近代 意識を示す」 （松本
 
二〇〇二）といったことが示されているが 本分析の結果、こ らのよ
うに地域による意識差を単線的ものとして捉えられないのである。地方でも脱伝統的な意識が強まっているという今回の結果を解釈するならば、以下のように考えられるのではないか。地方では、人口流出が頻繁に起こり高齢化の進んだ地域 多い。こう った 域に 介護福祉施設や在宅サービスの事業所などが整備されており、専門ケアを利用する機会が多いという状況が考
えられる。このような状況下では、専門ケアに










階層は低所得層に比べて各種サービスの利用 ための情報へアクセスしやすく、さらには提供側の官僚やソ シャルワーカ も中流階層の人間であることが多いため、
中流階層同士の文化やコミュニケーション・ス
タイルが間接的に 有利に作用しうると述べている。これはサービスの利用という実態面に関する指摘であるが、本稿にお ては、意識の側面から同様の傾向 見出せたと える。すなわち 学歴がもたらす情報へ
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は認められたが、介護経験によ 効果は見出せなか 親の介護を自分が中心となって行った人 、専門ケア志向になるかを確かめ が、介護経験そのものは専門ケアへ肯定することにも否定す ことにも結びつかなかった。親を介護することで、家族介護は当然 いう価値観を強化させる人もいれば、家族介護の困難さを し、自分の介護ではサービスに頼った方が良いという考えをもつ人もいるということだろう。介護経験が専門ケア志向へ効果を た かったのは 対象者おのお の介護経験の質のちがいによるものだと思われる。それに対して、介護サービスの利用という経験は、 専門ケアを肯定させる独自の効果をもっていた。たとえ過去に専門ケア
を否定していても、まだ自身が高齢でなくても、




























 本研究で注目する専門ケア志向に関する質問項目が、一九七九年の男性に対する「職業と人間調査」の調査票 は含まれていないため、お ずと対象者は女性に限られる。
（６）
 この質問項目は、老親扶養に関する規範を尋ねたものであり、先行研究のように自分自身の介護のネットワークやサービスの利用意向を尋ねたものとはいえない。しかしながら、要介護高齢者に対する専門ケアへの肯定感を示すものであり、その点で専門ケア志向の指標となりうる。また、専門家（機関）によるケアといった場合 現在 は在宅ケアやデイサービスなどの一時的な施設ケア、老人ホームや病院などの長期施設ケアなど、さまざまな形態が考えられる。 ここでは 「病院や老人ホームなど専門機関」 となっており、回答者によっては施設ケアのみが想起され かもし ないという問題がある。しかし施設ケアの肯定は 専門家（機関）によるケア 肯定に含まれるという包含関係にあり、この問題はクリアできると思われる
 。
（７）





















12）総務省 （二〇〇七） によると、 高齢化率 （％） は群馬 （二一 ・ 二） 、 茨城 （二〇 ・ 〇） 、





















. Jr., 1974, C
hildren of the G
reat D
epression : Social C












 and the W
elfare State : D
ilem
m



































: 親の介護 ・ 看護者の状況を中心に」
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A Longitudinal Study of the Japanese Women’s Attitude 
toward the Professional-Oriented Care for the Elderly
MITANI Haruyo
The aim of this paper is to examine the Japanese Women’s attitude toward the professional-oriented care 
for the elderly using panel survey data. In the past, aging parents were looked after by their family, particularly 
by their oldest son. However families became more nuclear, and elderly care services have been improved since 
the late 1980’s. Therefore, people have begun to think that the elderly should be provided a professional care, for 
example, nursing homes, home helpers and so on. Previous studies have pointed out that women tend to prefer 
the professional care. In this study, I analyzed how the Japanese Women’s attitude toward the professional-
oriented care has changed over 24 years and what its factors are. 
As a result, the number of women who think that the elderly should be cared by professionals increased 
from 33 (the 1st wave: 1982) to 71 (the 2nd wave: 2006) among 120 samples. And the logistic regression 
analysis indicated that: (1) old-old people, (2) residents of extremely large cities or rural districts, (3) highly-
educated people, (4) women who don't have their husband or child living together, and (5) women who have 
used elderly care services are more likely to accept the professional-oriented care.
Key Words : the professional-oriented care for the elderly, the socialization of care, longitudinal study, panel 
survey, logistic regression analysis
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